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機
関
誌
「
碩
心
」
の
編
集

作
業
に
携
わ
り
11
年
弱
、
こ

の
間
私
は
「
知
り
た
が
り
」

に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
広

報
活
動
に
お
け
る
幾
多
の
素

晴
ら
し
い
出
逢
い
、
更
に

す
べ
て
の
出
逢
い
に
感
謝

　
　
　
　

 　
　
　

広
報
部
長　

伊
藤 

岳
光

詩
「
疾
如
風
徐
如
林
侵
掠
如
火
不
動
如
山
」
を
調
べ
て

み
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
武
田
信
玄
が
戦
を
す
る
上
で
、

風
の
よ
う
に
速
く
進
み
、
林
の
よ
う
に
息
を
ひ
そ
め
て

待
機
し
、
火
の
燃
え
さ
か
る
如
く
攻
撃
し
、
山
の
よ
う

に
ど
っ
し
り
と
落
ち
着
く
と
い
う
戦
術
で
兵
の
用
い
方

を
説
い
た
も
の
で
、
中
国
の
孫
子
の
兵
法
書
の
中
か
ら

と
っ
た
も
の
だ
と
い
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
夏
、「
信
玄
公
宝
物
館
」（
山
梨
県
甲
州
市
）
を

訪
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
今
を
遡
る
こ
と
お
よ
そ

５
０
０
年
の
昔
、
諸
国
に
群
雄
割
拠
し
た
戦
国
時
代
。

甲
斐
の
国
の
盟
主
と
し
て
武
勇
を
誇
り
、
勇
名
を
轟
か

せ
た
武
田
信
玄
。
武
田
軍
の
常
に
陣
頭
に
押
し
立
て
ら

れ
た
軍
旗
に
記
さ
れ
た
言
葉
だ
っ
た
。
そ
れ
は
中
国
の

兵
書
「
孫
氏
軍
争
編
」
の
言
葉
。
一
般
に
「
風
林
火
山

の
旗
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
信
玄
の
領
国
経
営
の
理
念

は
「
人
は
城
、
人
は
石
垣
、
人
は
堀
、
情
け
は
味
方
、

あ
だ
は
敵
な
り
」。
国
全
体
が
城
で
あ
り
、
人
の
和
こ

そ
山
河
の
厳
し
さ
に
匹
敵
す
る
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
し

た
。

　
「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」（
聖
徳
太
子
）

常
に
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
楽
し
さ
も
厳
し
さ
も

共
有
し
会
の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
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色
々
な
場
所
へ
出
か
け
る
。
新
し
い
こ
と
を
知
る
喜
び

が
た
ま
ら
な
く
楽
し
く
、
新
鮮
で
、
詩
吟
を
趣
味
と
し

て
選
び
本
当
に
良
か
っ
た
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　

私
と
詩
吟
と
の
出
会
い
、
そ
れ
は
52
年
ほ
ど
前
、
親

戚
が
集
う
食
事
会
で
の
こ
と
、
高
校
生
の
従
兄
弟
が
詩

吟
ク
ラ
ブ
で
稽
古
し
た
と
言
い
武
田
信
玄
の
「
風
林
火

山
」
を
大
き
な
声
で
堂
々
と
詠
じ
ま
し
た
。〝
疾
き
こ

と
風
の
如
く　

静
か
な
る
こ
と
林
の
如
し　

侵
略
す
る

こ
と
火
の
如
く　

動
か
ざ
る
こ
と
山
の
如
し
〟 

初
め
て

聞
い
た
独
特
の
旋
律
に
圧
倒
さ
れ
感
動
し
た
の
を
今
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
34
年
後
、両
親
の
影
響
で
碩
心
会
に
入
会
、

詩
舞
で
「
武
田
節
」
を
舞
う
事
に
な
り
歌
詞
の
中
の
漢

（
平
成
29
年
７
月
１
日
付
）

皆
伝
（
１
名
）

　

87
坂
上
城
岳　
　

九
段
（
１
名
）

　

76
上
村
炎
岳　
　

（
平
成
29
年
10
月
１
日
付
）

少
年
２
名

　

187
重
田
す
ず
（
小
８
級
）　

188
永
井
翔
太
（
小
４
級
）

初
段
（
10
名
）

　

185
吉
田
朋
之
進　

186
澤
木
翔
太　
　

192
井
上
君
枝

　

193
大
門
鋼
作　
　

194
村
上
日
出
子　

195
宇
治
田
光
代

　

197
林　

初
代　
　

198
佐
野
司
郎　
　

199
翁
川
良
一　

　

201
川
添
富
子

二
段
（
12
名
）

　

175
鈴
木　

宏　
　

176
守
屋
允
子　
　

177
徳
永
邦
弘

　

178
徳
永
幸
子　
　

179
池
田
和
子　
　

180
吉
田
昌
之

　

181
鍋
田
敏
一　
　

183
福
原
ト
キ
子　

184
桑
原
昭
太
郎

　

189
鈴
木
義
崇　
　

190
安
西
信
行　
　

191
野
津
英
夫

初
伝
（
６
名
）

　

168
北
村
淑
泉　
　

169
日
比
廣
泉　
　

171
田
中
友
泉

　

172
八
木
澤
臣
泉　

173
小
峰
昭
泉　
　

174
小
峰
桜
泉　

三
段
（
５
名
）

昇
伝
段
位
認
許

功
労
者
の
部 

行
谷
隆
岳

平
成
29
年
度
功
労
者
表
彰
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秋
季
審
査
会

　
　
　
　
　
平
成
29
年
９
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　

於  

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
大
会
議
室

　

迷
走
台
風
18
号
の
影
響
で
雨
模
様
の
一
日
と
な
っ
た

が
、
審
査
会
の
会
場
内
は
受
審
す
る
方
々
の
緊
張
感
が

満
ち
溢
れ
、引
き
締
ま
っ
た
雰
囲
気
の
中
開
始
さ
れ
た
。

午
前
の
部
、
受
審
者
46
名
（
欠
席
者
４
名
）
午
後
の
部

の
受
信
者
12
名
。
後
日
追
試
を
受
け
た
方
２
名
。

　

受
審
票
を
出
し
た
瞬
間
か
ら
緊
張
が
走
り
、
何
回
受

審
を
し
て
も
初
心
と
同
じ
で
周
り
を
見
て
も
そ
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
た
。
い
つ
も
教
場
で
先
生
の
指
導
を
受
け

て
い
る
時
の
よ
う
に
吟
じ
れ
ば
と
思
い
つ
つ
も
、
い
つ

も
絶
句
す
る
箇
所
を
順
番
が
来
る
直
前
ま
で
確
認
し
、

マ
イ
ク
の
前
に
立
ち
受
審
番
号
と
氏
名
（
雅
号
）
を
告

げ
た
ら
、
先
生
の
「
ど
う
ぞ
」
の
言
葉
は
も
う
少
し
早

め
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
方
の
講
評
を
守
っ
て

今
後
の
吟
力
向
上
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
奥
伝　

真
澄
支
部　

山
下
友
風

　

午
後
か
ら
の
受
審
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
午
前
の
用

事
を
済
ま
せ
、
静
か
な
会
場
に
入
り
時
間
を
待
つ
…

　

そ
の
後
規
律
正
し
く
開
始
さ
れ
、
各
々
受
審
さ
れ
ま

し
た
。
先
輩
の
方
々
の
見
事
な
吟
が
終
わ
り
、
そ
の
方

ら
し
い
味
わ
い
を
聞
か
せ
て
戴
き
感
動
い
た
し
ま
し

た
。
先
生
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
継
続
と
努
力
、
声
質

等
あ
り
ま
す
が
緊
張
し
た
ひ
と
時
で
し
た
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
審
査
会
に
参
加
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
康
で

あ
り
、
脳
を
鍛
え
、
そ
し
て
社
会
参
加
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。
先
生
方
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
九
段　

瀞
朗
支
部　

島　

光
岳

　

今
回
の
審
査
は
、
私
に
と
っ
て
特
別
の
意
味
を
持
っ

て
い
た
。半
年
程
前
か
ら
、急
に
詩
吟
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
声
が
思
う
よ
う
に
出
な
い
。
情
け
な
か
っ
た
。
も

う
人
前
で
独
吟
は
で
き
な
い
と
思
っ
た
。
こ
の
審
査
に

賭
け
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
高
か
っ
た
が
、
最
後
ま
で

自
分
ら
し
く
吟
じ
ら
れ
た
と
思
う
。
外
に
出
た
ら
雨
。

こ
の
雨
が
全
て
を
洗
い
流
し
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思

い
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。

　
　
　
　
　
　

　

159
増
田
悦
泉　
　

163
吉
村
健
泉　
　

165
山
藤
寛
泉

　

166
平
泉
廣
泉　
　

167
藏
重
千
泉　

四
段
（
４
名
）

　

154
山
崎
清
泉　
　

156
岩
田
維
泉　
　

157
遠
藤
千
泉

　

158
後
藤
節
泉　

五
段
（
５
名
）

　

135
馬
場
奎
山　
　

136
中
島
千
山　
　

137
井
上
裕
山

　

139
弦
巻
康
山　
　

140
鈴
木
実
山

奥
伝
（
２
名
）

　

118
野
村
耀
風　
　

119
神
山
凱
風

七
段
（
４
名
）

　

107
森　

祐
風　
　

108
森　

晶
風　
　

109
照
沼
夏
風

　

110
山
下
夕
風

八
段
（
１
名
）

　

100
植
草
眞
風

準
師
範
（
平
成
29
年
８
月
20
日
付
）

　

115
中
山
辰
風　
　

53
小
泉
岳
貴　

行
事
予
定

碩
心
会
　
初
吟
会

　

日
時　

１
月
20
日
（
土
）　
開
会
10
時
15
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

皆
伝
会

　

日
時　

２
月
24
日
（
土
）

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

春
季
審
査
会

　

日
時　

３
月
24
日
（
土
）

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

受
審
さ
れ
た
方
々
の
感
想　
（
５
名
）　　
　
　

◇
初
段　

悠
々
支
部　

福
原
ト
キ
子

　

二
度
目
の
昇
段
試
験
で
あ
り
順
番
待
ち
ま
で
は
平
常

心
を
保
て
ま
し
た
が
、
い
ざ
マ
イ
ク
の
前
に
立
つ
と
審

査
の
先
生
方
々
と
参
加
者
の
視
線
に
平
常
心
を
失
っ
て

し
ま
い
、
練
習
同
様
に
吟
ず
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
大
勢
の
前
に
立
ち
独
吟
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
は
人
前

で
吟
ず
る
事
が
無
か
っ
た
の
で
良
い
経
験
が
出
来
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
初
伝　

渚
支
部　

山
藤
寛
泉

　

４
回
目
だ
し
、新
初
段
を
受
審
す
る
友
人
も
い
る
し
、

し
っ
か
り
や
ら
ね
ば
！
と
順
番
待
ち
の
席
に
着
き
、
柱

の
陰
に
な
っ
た
時
自
分
の
吟
の
お
浚
い
を
始
め
た
ら
二

節
め
が
出
て
こ
な
い
。進
行
係
さ
ん
の
机
上
に
は
名
簿
、

左
端
の
教
本
は
遠
く
て
見
え
な
い
。名
前
を
呼
ば
れ
た
、

エ
ー
イ
ま
ま
よ
と
マ
イ
ク
へ
。
吟
じ
終
え
た
よ
う
。
ま

あ
私
の
人
生
開
き
直
り
の
連
続
だ
っ
た
な
あ
と
再
認
識

し
た
審
査
会
で
あ
っ
た
。

◇
三
段　

篁
風
支
部　

山
崎
清
泉
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10
月
25
日
台
風
一
過
の
朝
、
総
勢
19
人
。
東
京
駅
へ

向
う
も
、
途
中
約
20
分
、
車
両
停
止
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

何
と
か
新
幹
線
の
発
車
時
間
に
滑
り
込
み
、
山
形
駅
定

刻
到
着
。
寒
河
江
吟
友
会
の
出
迎
え
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
移
動
。
地
元
の
そ
ば
を
堪
能
、
紅
花
資
料
館
見
学
、

奈
良
時
代
に
開
か
れ
た
慈
恩
寺
を
参
拝
。
サ
ク
ラ
ン
ボ

の
木
の
ハ
ウ
ス
が
立
ち
並
ぶ
道
を
登
っ
た
所
に
、
松
井

岳
洋
先
生
の
記
念
碑
あ
り
、「
吟
魂
、
吟
道
を
し
て
、

永
遠
の
命
あ
ら
し
む
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
寒
河
江
吟

友
会
の
仲
間
と
と
も
に
、
吟
三
題
、
声
高
ら
か
に
合
吟
、

気
持
ち
の
良
い
ひ
と
時
。
ホ
テ
ル
へ
。

　

夕
刻
よ
り
交
歓
吟
詠
会
。
両
会
長
よ
り
、
今
後
と
も

お
付
き
合
い
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
。
双

方
か
ら
、
合
計
10
題
の
吟
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
全
員

で
、
宇
都
宮
岳
徳
先
生
に
よ
る
「
寒
河
江
吟
友
会
と
姉

妹
会
を
盟
約
す
」
を
合
吟
。

　

２
日
目
、
赤
レ
ン
ガ
の
美
し
い
旧
県
庁
舎
の
文
翔
館

見
学
。
道
す
が
ら
、
市
民
の
芋
煮
会
場
と
な
る
河
川
敷

を
横
目
に
見
な
が
ら
山
寺
芭
蕉
記
念
館
へ
。
芋
煮
定
食

の
昼
食
後
、
歩
い
て
、
通
称
山
寺
の
立
石
寺
（
り
っ

し
ゃ
く
じ
）
へ
。
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
を
通
っ
て
、
海

抜
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
お
釜
へ
。
直
径
３
３
０
メ
ー

ト
ル
の
火
口
湖
の
姿
を
、目
の
前
に
く
っ
き
り
と
確
認
、

一
路
、
山
形
駅
へ
、
新
幹
線
定
刻
出
発
、
東
京
駅
ホ
ー

ム
で
解
団
式
。
上
村
団
長
の
挨
拶
を
も
っ
て
、
旅
を
締

め
く
く
っ
た
。

  　
久
方
ぶ
り
の
山
形
吟
行
会　

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
副
部
長　

村
上
遥
風

　

若
き
指
導
者
ク
ラ
ス
の
吟
技
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
各
支
部
の
指
導
者
の
先
生
方
に
推
薦
を
依
頼
し
、

16
名
で
４
月
よ
り
講
義
を
開
始
。

　

期
間
は
２
年
間
を
目
標
と
し
、
講
師
の
先
生
は
内
山

顧
問
の
お
口
添
え
で
総
本
部
常
務
理
事
、
郡
山
岳
昌
先

生
と
「
碩
心
会
夏
季
吟
道
講
座
」
で
講
師
を
し
て
頂
い

た
半
間
岳
雨
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

基
本
で
あ
る
吟
法
、
吟
技
の
向
上
を
目
指
し
て
、
漢

詩
、
和
歌
、
俳
諧
歌
を
勉
強
。
30
年
１
月
よ
り
近
代
詩
、

俳
句
も
加
え
て
勉
強
し
て
い
く
予
定
。

　

教
務
部
と
し
て
、
次
世
代
指
導
者
と
し
て
成
長
し
て

行
く
為
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

  
碩
心
会
「
育
成
研
修
会
」
に
つ
い
て　

　
 　

　
　
　
　
　

副
会
長
・
教
務
部
長　

髙
橋
岳
之 「吟魂、吟道をして、永遠の命あらしむ」の碑の前で

　

平
成
29
年
９
月
24
日
（
日
）
メ
ル
パ
ル
ク
東
京
に
於

い
て
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
全
国
か
ら
参
集
し
た
吟
友
１
２
０
０
余
名
で

満
席
、
出
吟
者
の
緊
張
し
た
表
情
と
応
援
の
熱
気
が
溢

れ
る
。
今
大
会
よ
り
漢
詩
、
和
歌
の
独
吟
に
加
え
て
３

名
１
組
に
よ
る
律
詩
連
吟
の
部
が
復
活
、
全
国
10
地
区

の
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
代
表
が
栄
冠
を
競
っ
た
。

  

第
24
回
全
国
優
秀
吟
者
吟
道
大
会　

我
が
碩
心
会
の
菊
地
捷
岳
、

菊
池
世
岳
、
亀
井
水
山
さ
ん

は
神
静
地
区
の
「
連
吟
の

部
」
で
栄
え
あ
る
優
勝
を
遂

げ
、
待
望
久
し
か
っ
た
全
国

へ
の
道
を
拓
い
た
。
碩
心
会

に
と
っ
て
は
平
成
17
年
の
男

性
連
吟
（
植
村
、行
谷
、鴨
原
）

以
来
の
快
挙
。
出
場
17
組
、

全
国
の
頂
点
を
目
指
し
指
導
者
と
一
体
と
な
っ
て
練
習

を
積
ま
れ
た
と
聞
く
。
磨
か
れ
た
吟
技
、
吟
声
で
「
彰

義
隊
」
を
堂
々
と
詠
い
あ
げ
、満
場
の
喝
采
を
浴
び
た
。

　

審
査
結
果
|
惜
し
く
入
賞
を
逸
す
。
し
か
し
、
晴
れ

の
舞
台
、
碩
心
会
に
与
え
た
刺
戟
は
計
り
知
れ
な
い
。

「
復
活
し
た
連
吟
は
や
や
準
備
不
足
の
感
が
あ
っ
た
が

今
後
、
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
講
評
。

　

お
ほ
ぞ
ら
に
そ
び
え
て
見
ゆ
る
た
か
ね
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
登
れ
ば
の
ぼ
る
道
は
あ
り
け
り

　

大
山
岳
莊
理
事
長
が
謹
詠
さ
れ
た
明
治
天
皇
御
製
|

究
め
ん
道
の
御
訓
え
と
胸
に
刻
む
。　
　

常
盤
仙
山

亀井、菊地、菊池



ー 4 ー

　29 年 10 月現在 会員数
 逗子地区 １１１名
 葉山地区 ８１名
 合　　計 １９２名

碩
心
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

「
創
立
80
周
年
記
念
大
会
」
は
既
に
美
し
い
画
面
と
共

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
８
月
に
開
催
さ
れ
た「
夏

編

集

後

記

季
吟
道
講
座
も
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し

た
。
吟
技
向
上
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
「
吟
行
会
」
に
参
加
し
、
寒
河
江

吟
友
会
の
方
々
と
の
心
温
ま
る
交

流
は
、
蔵
王
の
美
し
い
御
釜
と
共

に
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部

碩心 （せきしん）（ No. ４41）

　

心
配
さ
れ
た
台
風
18
号
の
影
響
も
な
く
、「
手
頃
な

陽
気
」
の
も
と
、
９
月
20
日
、
藤
沢
市
民
会
館
に
て
第

24
回
神
奈
川
岳
風
連
合
会
吟
詠
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

１
３
８
０
席
を
有
す
る
大
ホ
ー
ル
に
入
る
と
、
江
の

島
弁
天
橋
が
ま
だ
架
か
っ
て
い
な
い
頃
の
江
の
島
を
絵

柄
と
し
た
緞
帳
が
目
に
入
っ
て
き
た
。
藤
沢
宿
は
江
の

島
詣
で
の
起
点
で
あ
っ
た
。

　

桑
波
田
岳
誠
会
長
よ
り
、
会
員
増
強
に
努
め
、
吟
界

を
若
返
ら
せ
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
の
呼
び
か
け
が
あ

り
、
来
賓
の
神
戸
岳
栄
先
生
か
ら
は
、
会
員
の
増
や
し

方
の
一
助
と
し
て
、
長
谷
川
岳
聖
元
理
事
長
の
「
吟
は

吟
に
つ
か
ず
、
吟
は
人
に
つ
く
」
と
い
う
箴
言
が
紹
介

さ
れ
た
。
吟
に
よ
り
人
格
を
磨
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
会

員
を
増
や
し
て
行
こ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
吟
道
奥
義

抄
の
「
声
は
人
格
の
響
き
な
り
」
に
通
じ
る
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

碩
心
会
の
出
吟
は
、
神
奈
川
誠
吟
会
と
の
合
吟
で
、

男
性
は「
九
月
十
三
夜
」を
、女
性
は「
春
夜
洛
城
聞
笛
」

を
吟
じ
、
日
頃
の
成
果
を
披
歴
し
た
。
大
会
役
員
吟
詠

の
合
吟
で
、
上
村
岳
章
会
長
が
「
神
州
」
を
、
内
山
岳

青
顧
問
は
「
垓
下
歌
」
を
そ
れ
ぞ
れ
吟
じ
ら
れ
た
。

　

連
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
22
組
の
挑
戦
が
あ
っ
た
。

　

例
年
と
違
っ
た
審
査
基
準
と
し
て
、「
マ
イ
ク
の
ヘ
ッ

ド
を
触
る
と
失
格
」
と
い
う
の
が
付
け
加
え
ら
れ
、
当

日
突
然
の
発
表
の
た
め
か
３
組
が
残
念
な
結
果
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
横
浜
岳
風
会
、
横
南
吟
道
会
の
両
雄
に

正
心
吟
道
会
が
続
い
た
が
、
碩
心
会
の
入
賞
は
、
来
年

以
降
に
持
ち
越
し
と
な
っ
た
。

　

初
め
て
参
加
の
第
八
回
尚
歯
会
神
奈
川
吟
詠
大
会
。

　

は
て
尚
歯
会
っ
て
よ
く
耳
に
す
る
け
れ
ど
も
何
な
の

だ
ろ
う
と
パ
ソ
コ
ン
を
開
い
て
み
た
。
そ
う
す
る
と
尚

歯
会
と
は
老
人
を
尊
敬
し
、
そ
の
高
齢
を
祝
う
た
め
に

催
す
宴
。も
と
は
中
国
の
習
慣
で
唐
の
白
楽
天
が
最
初
。

「
し
ょ
う
し
え
」
と
読
む
と
出
て
い
た
。「
歯
」
は
年
齢
、

「
尚
」
は
尊
ぶ
を
意
味
す
る
よ
う
だ
。

　

大
会
実
行
委
員
長
の
内
山
岳
青
先
生
が
ご
挨
拶
の
中

で
「
健
康
寿
命
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
活
動
年
齢
を
長
く

し
よ
う
。
そ
れ
に
は
良
い
趣
味
を
持
つ
こ
と
。
ま
さ
に

詩
吟
が
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
」と
話
さ
れ
た
。「
尚
歯
」

の
真
の
裏
が
取
れ
た
気
が
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
90
歳
以
上
の
部
が
あ
り
、
男
女
６

人
ず
つ
12
名
の
方
が
吟
詠
さ
れ
た
。
90
歳
以
上
と
は
思

え
な
い
精
気
朗
々
と
し
た
声
、
艶
な
る
声
・
・
凄
い
な

と
思
っ
た
。
ま
さ
に
こ
れ
ぞ
尚
歯
会
。
た
だ
惜
し
む
ら

く
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
吟
を
ご
披
露
し
て
く
だ
さ
る
の

な
ら
ば
具
体
的
に
何
歳
と
明
記
し
た
方
が
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
。
ご
本
人
も
誇
り
に
思
う
だ
ろ
う
し
、
我
々
に

も
更
な
る
励
み
が
加
わ
る
だ
ろ
う
。
幼
児
期
の
１
～
２

歳
の
差
の
動
き
に
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
よ
う
に
高
齢

者
の
１
～
２
歳
差
も
同
じ
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

伝
・
段
位
の
取
得
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
あ
そ
こ
ま
で

生
き
た
い
と
い
う
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
活
気
に
溢
れ
た
第
八
回
尚
歯

会
神
奈
川
吟
詠
大
会
で
し
た
。

   
尚
歯
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酔
吟
支
部　

鈴
木
康
風

　

構
成
吟
「
祖
宗
範
木
村
岳
風
先
生
の
作
品
集
よ
り
」

は
、
９
月
20
日
が
木
村
岳
風
先
生
の
生
誕
の
日
で
も
あ

り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
企
画
と
な
っ
た
。
碩
心
会
か

ら
は
「
異
国
の
丘
」
の
吟
で
髙
見
岳
湘
さ
ん
が
貢
献
さ

会　員　の　う　ご　き
＊入会（9 月 1 日付）
　鈴木君栄（紫陽花）葉山町堀内
　　紹介者　吉田桜山
＊退会者
　 51 加藤健岳 ( 国際村 )　153 中谷惠泉（渚）
　162 雲居隆栄 ( 真名瀬 )　196 桜本　円 ( 滝の坂 )

  

第
24
回
神
奈
川
岳
風
連
合
会
吟
詠
大
会

れ
た
。
横
浜
岳
風
会
の
笠

井
瀧
山
さ
ん
に
よ
る
「
春

日
村
行
」
に
は
、
吟
歴
が

浅
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
吟
力
に
会
場
中
が
圧

倒
さ
れ
た
。

　

朗
詠
の
一
節
、「
朗
吟

す
今
古
の
先
賢
の
賦　

一

辺
千
秋
天
地
の
心
」　

を

味
わ
え
た
一
日
で
あ
っ

た
。

　

酔
吟
支
部　

森　

祐
風


